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議会と語ろう会開催予定

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
が
つ
な
が
り
、

み
ん
な
で
創
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

美
浜
町
議
会
議
長

川
畑
忠
之

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
町
政
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、日
本
遺
産「
北

前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」
に
追
加
認
定

さ
れ
た
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
、
観
光
振
興
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
議
会
と
し
ま
し
て
は
、

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
議
会
の
見
え
る
化
に
向
け
、「
議

会
と
語
ろ
う
会
」
を
町
内
４
会
場
で
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
改
革
と
し
て
、
議
場
モ
ニ

タ
ー
で
の
、
生
成
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に

よ
る
、
音
声
自
動
文
字
起
こ
し
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
議
会
動
画
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
に
つ
い
て
、
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
配
信
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

今
年
２
月
に
は
、町
民
皆
さ
ま
と
の「
議

会
と
語
ろ
う
会
」
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
美
浜
町
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
等
の
大
き
な
課
題
が
山
積
で

す
。こ

の
厳
し
い
社
会
情
勢
を
乗
り
切
る
た

め
に
は
、町
の
魅
力
を
最
大
限
活
か
し
た
、

自
主
性
・
自
立
性
の
あ
る
政
策
が
一
層
重

要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
美
浜
」

の
実
現
に
向
け
て
、
更
な
る
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
若
者
や

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

美
浜
町
は
、
豊
か
な
自
然
と
温
か
い

人
々
が
育
む
素
晴
ら
し
い
町
で
す
。
こ
の

町
で
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
、
共
に
未
来
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
町
議
会
に
対
し
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
・
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
実
り

多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈

念
致
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

１２月定例会、令和６年度補正予算概要の報告

住民のみなさんと意見交換会

【日程】 ２０２５年２月５日、６日

【時間】 ５日（水） 午後６時３０分～

６日（木） 午後６時３０分～

【場所】 ５日（水）  北西郷公民館（会議室）

佐田公民館（ホール）

６日（木）  南西郷公民館（会議室）

耳公民館（会議室）

「議会と語ろう会」で、議会の仕組みや今後の議

会改革の方向性を知っていただきたいと思いま

す。

また、議会の使命は行政の執行状況に対する批

判と監視です。議会は、住民自治（民主主義）を

担う機関として、住民の福祉向上を目的に活動し

ています。

意見交換会では、みなさんの意見を議会で反映

させるため、地域の様々な課題やみなさんの想い

をお聞かせください。

私たちは、みなさんと一緒により良い美浜町を

つくりたいと考えています。

主催 美浜町議会

議
会
に
対
す
る
ご
意
見

お
待
ち
し
て
い
ま
す
�

【問い合わせ先】
美浜町議会事務局 32-6711

皆様のご来場を、心よりお待ちしております。
議員報酬（定数含む）やレイクセンターについても、ご意見をお聞かせ下さい。

Ｑ
:
家
族
構
成
も
含
め
て
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
︒

Ａ
:
川
嶋
大
輔
と
申
し
ま
す
。
年
齢
は
42
歳
で

す
。
２
０
２
４
年
4
月
に
U
タ
ー
ン
で
和
歌

山
県
か
ら
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
美
浜
町
の
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
早
瀬

で
空
き
家
を
購
入
。
妻
と
保
護
猫
二
匹
と
保

護
犬
一
匹
の
五
人
で
早
瀬
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
妻
は
県
外
か
ら
の
移
住
者
で
す
。

Ｑ
:
仕
事
の
内
容
と
そ
の
仕
事
を
や
る
こ
と
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ
:
中
学
生
の
時
に
見
た
映
画
の
影
響
で
、
映
画

監
督
に
な
り
た
い
と
思
い
、
高
校
卒
業
後
に

映
画
の
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
の
広
告
制
作
会
社
に
入
社

し
、
Ｃ
M
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
監

督
と
し
て
、
映
画
で
は
な
い
で
す
が
、
広

告
の
映
像
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
川
嶋
鉄
工
所
を

開
業
し
、
映
像
制
作
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

制
作
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
自
然
を
撮
影
し
た

写
真
・
動
画
が
好
評
で
、
農
業
や
漁
業
、

観
光
Ｐ
R
関
係
の
自
然
と
共
に
事
業
を
さ

れ
て
い
る
事
業
者
様
の
案
件
に
、
多
く
関

わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

事
務
所
の
名
前
と
な
っ
て
い
る
川
嶋
鉄
工

所
は
、
父
親
が
早
瀬
で
営
ん
で
い
た
鉄
工

所
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
譲
り
受
け
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
な
の
に
鉄
工
所
で
、
よ
く

勘
違
い
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。（
笑
）

Ｑ
:
美
浜
町
に
戻
っ
て
き
た
理
由
は
何
で
す
か
？

Ａ
:
結
婚
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。

Ｑ
:
普
段
は
ど
こ
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
:
基
本
的
に
早
瀬
の
家
で
作
業
し
て
い
ま
す
が

美
浜
町
の
自
然
や
の
ど
か
な
町
並
み
が
好
き

な
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
町
の
あ
ち
こ

ち
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
:
美
浜
町
で
叶
え
た
い
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
:
美
浜
町
で
活
動
さ
れ
て
い
る
魅
力
的
な
人
を

撮
影
さ
せ
て
頂
き
、
町
民
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
た
、
美
浜
人
を
紹
介
す
る
w
ｅ
b
サ
イ
ト

を
作
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
浜
町
に
戻
り
数
ヶ
月
過
ご
す
中

で
、
広
報
誌
や
新
聞
、
ま
た
は
人
づ
て
に

聞
く
話
の
中
で
、
美
浜
町
に
も
こ
ん
な
こ

と
を
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
ん
だ
！
と
驚

き
と
興
味
が
湧
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
同
じ
町
民
で

も
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

住
む
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
町
の
魅
力

を
伝
え
て
い
る
事
例
を
よ
く
見
ま
す
。
美

浜
町
に
は
誇
ら
し
い
自
然
と
文
化
、
食
べ

物
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
多
方
面
で
活

躍
す
る
町
民
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら

美
浜
町
の
魅
力
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
そ
ん
な
こ
と
も
今
後
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
:
美
浜
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
？

Ａ
:
海
も
山
も
湖
も
あ
る
、
自
然
豊
か
な
土
地
に

も
関
わ
ら
ず
、
人
里
離
れ
た
不
便
な
街
と
い

う
事
で
も
な
く
、
自
然
と
町
が
調
和
さ
れ
た

住
み
や
す
い
町
だ
な
と
、
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

写
真
を
撮
影
す
る
と
い
う
事
も
あ
り
、
美

浜
町
だ
け
で
い
ろ
ん
な
風
景
が
撮
影
で
き

る
事
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

Ｑ
:
ど
の
よ
う
な
町
︵
美
浜
町
︶
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
か
？

Ａ
:
自
分
が
自
営
業
者
と
い
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、

飲
食
で
も
農
業
で
も
漁
業
で
も
、
地
域
の
た

め
に
何
か
を
始
め
る
人
が
い
て
、
そ
れ
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
、
応
援
し
て
く
れ
る
土
壌

の
あ
る
町
だ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

U
タ
ー
ン
で
も
I
タ
ー
ン
で
も
、
町
内
の

人
で
も
、
美
浜
町
で
事
業
を
始
め
る
人
が

増
え
た
ら
、
よ
り
活
気
の
あ
る
町
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プロフィール
美浜町早瀬

川嶋大輔（42歳）

シリーズ  シリーズ  第12回第12回
がんばるがんばる美浜美浜びとびと

●
議
会
の
課
題

移
住
者
に
対
す
る

支
援
の
充
実

インタビューインタビュー

Ｑ
:

Ａ
:

ONE FOR ALLONE FOR ALL
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議会と語ろう会開催予定
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で
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ご
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が
つ
な
が
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、

み
ん
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で
創
る
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づ
く
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を
目
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め
で
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ご
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い
ま
す

地
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が
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地
域
が
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、

み
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る
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。
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迎
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し
た
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喜
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申
し
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ま
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、
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中
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議
会
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、
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迎
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こ
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し
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ま
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北

前
船
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落
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追
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ま
ち
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地
域
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光
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の
活
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つ
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っ
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こ
と
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期
待
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。
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て
、
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た
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議
会
と
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議
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取
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と
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。
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た
、
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。
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。
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よ
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。
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【日程】 ２０２５年２月５日、６日

【時間】 ５日（水） 午後６時３０分～

６日（木） 午後６時３０分～

【場所】 ５日（水）  北西郷公民館（会議室）

佐田公民館（ホール）

６日（木）  南西郷公民館（会議室）

耳公民館（会議室）

「議会と語ろう会」で、議会の仕組みや今後の議

会改革の方向性を知っていただきたいと思いま

す。

また、議会の使命は行政の執行状況に対する批

判と監視です。議会は、住民自治（民主主義）を

担う機関として、住民の福祉向上を目的に活動し

ています。

意見交換会では、みなさんの意見を議会で反映

させるため、地域の様々な課題やみなさんの想い

をお聞かせください。

私たちは、みなさんと一緒により良い美浜町を

つくりたいと考えています。

主催 美浜町議会

議
会
に
対
す
る
ご
意
見

お
待
ち
し
て
い
ま
す
�

対
す
る
ご
意
見

【問い合わせ先】
美浜町議会事務局 32-6711

皆様のご来場を、心よりお待ちしております。
議員報酬（定数含む）やレイクセンターについても、ご意見をお聞かせ下さい。
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察視地現
産業厚生常任委員会で令和6年11月5日（火）、6日（水）に①福井県こども療育
センター児童発達支援センターつばさ（特徴：専門の医師や療法士、保育士、看護
師などの多くの専門スタッフが診療ときめ細かい支援を行い、発達・成長するこども
達の潜在的な力を最大限に伸ばすように努めることができるということです。）②埼玉
県上尾市の子ども・子育て支援複合施設「AGECOCO」（特徴：目的として、子ど
もたちが交流を通じて多様性を認め合い、豊かな人間性が育まれることを掲げてい
ます。取り組みについては、発達に関するあらゆる相談に対応し、一人ひとりの発達
段階や状況に合わせて、保護者の不安や思いに寄り添いながら的確な支援メニュー
を提案し、子どもの力を伸ばすために最も効果的な支援ができるよう切れ目のない発
達支援を実践しています。）を視察しました。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察

研修内容
◎解体に対する事業および補助内容について
岐阜県白川町では、無住から1年以上経てば、空き家とみなし、特定空き家等の
区分はなく上限50万円の補助をしている。実績として、令和3年は6件、4年は10
件、5年は8件、6年は15件である。
◎所見
空き家の利活用により美浜の特定空き家を増やさないことが重要であるが、既に
特定空き家になってしまった住宅については、早急に解体することが、安全の確保、
環境衛生上必要であると考える。それには解体手続きを簡素化し、解体支援を行
政が積極的に行うことが求められると感じた。また、白川町では特定空き家、準
特定空き家の区分はなく、1年以上無住となった住宅は空き家とみなして解体の補
助をしており美浜町も同じようにするべきだと考える。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察

12月11日、古民家をリノベされた「みんなの茶の間八三六」を訪問し、先駆的な取り組みで有名な「NPO法人ふるさと福
井サポートセンター」の北山理事長及び松本キーマンから、活動についての説明を受けました。
①人口減少・住宅過剰時代。美浜の空家予備軍は約700世帯（全国で900万）あり、放置すれば空家だらけになる。
②空家になって5年も経つと廃屋になる。
③だから川上（空家になる前）の決断が大切になる。
そうした問題意識から、
①空家の積極掘り起こし
② 空家バンク等の流通の場へのアップ
③マッチングツアーで移住者掘り起こし
④所有者と移住者のマッチング支援
⑤移住から定住へ丁寧サポート
というサイクル全般を献身的に実践されています。
そうした中でバランスの取れた活動のためには、集落や町内会のアプローチが大切で、特にキーマンの存在が決め手になる
とのこと。「議員もキーマンになって欲しい」という言葉が心に残りました。頑張ります。

ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
視
察

美浜町支援センター「あいぱる」を、議会で視察しました。就学前児童の発達支
援を行う施設です。専門のスタッフが相談にのり、一緒に悩みを解決していけるよう
支援しています。言語療法や作業療法、放課後デイサービスなどを実施し、生活向
上のために必要な訓練を行っているとのことです。一般にはあまり知られていない事
業ですが、運営されている方の説明を伺い、事業での苦労や課題を知ることが出来
ました。印象に残った事は、十分な療育を行うためには専門スタッフが必要ですが、
人材が集まらない状況にあるとのこと。視察を終えて、支援が必要な子供たちや家
族が、地域社会とともに「生きる」ことの大切さを強く感じました。

あ
い
ぱ
る
視
察

千円万億8 4128 5
で見る生活者目線

つかいみち

12月補正予算

レイクセンター運営事業

さらなるステップ
アップをめざして 千円3万2119千円3万405

ー昭和50年4月開校ー

実施日：令和7年2月～3月予定
内　容：実技指導　トークショー
対象者：美浜中学校生と希望する町内小学生

著名スポーツ選手の招聘 人件費
需用費
船舶保険料
業務委託料
備品購入費

他

554万3千円
281万9千円
152万4千円
392万7千円
399万5千円

内訳

美浜中学校開校50周年
記念事業

まちの未来を担う人づくり

すべての人に健康と福祉を
●心身障害者（児）医療無料化対象事業

●地域生活支援事業

●補装具給付事業
●身体障害者更生医療給付事業

●障害福祉サービス事業
●障害者介護給付事業
●障害者訓練等給付事業
●障害児福祉サービス給付事業

医療費　220万4千円

日中一時支援事業費　55万3千円
移動支援事業費　58万円

191万7千円

351万4千円
68万4千円

1278万1千円
920万1千円
481万9千円

人に優しい美浜町へ

まちづくり基金積立金

にぎわい創出基金積立金

公共施設維持補修基金積立金

企業誘致助成事業基金積立金

明かりのまちづくり事業基金積立金　　　

5億円

1504万2千円

6254万9千円

5043万1千円

8100万円

1059万8千円

防犯カメラ設置整備補助　80万円

総合運動公園改修事業

安全・安心まちづくり推進事業　

の税金税金わたし
たちの

補正後予算総額 106億3357万7千円

実施日：令和7年3月12日予定
内　容：髙木直也（新庄出身 パッケージデザイナー）
対象者：美浜中学生
※当日は講演会　校舎見学一般公開

記念式典及び講演会
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察視地現
産業厚生常任委員会で令和6年11月5日（火）、6日（水）に①福井県こども療育
センター児童発達支援センターつばさ（特徴：専門の医師や療法士、保育士、看護
師などの多くの専門スタッフが診療ときめ細かい支援を行い、発達・成長するこども
達の潜在的な力を最大限に伸ばすように努めることができるということです。）②埼玉
県上尾市の子ども・子育て支援複合施設「AGECOCO」（特徴：目的として、子ど
もたちが交流を通じて多様性を認め合い、豊かな人間性が育まれることを掲げてい
ます。取り組みについては、発達に関するあらゆる相談に対応し、一人ひとりの発達
段階や状況に合わせて、保護者の不安や思いに寄り添いながら的確な支援メニュー
を提案し、子どもの力を伸ばすために最も効果的な支援ができるよう切れ目のない発
達支援を実践しています。）を視察しました。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察

研修内容
◎解体に対する事業および補助内容について
岐阜県白川町では、無住から1年以上経てば、空き家とみなし、特定空き家等の
区分はなく上限50万円の補助をしている。実績として、令和3年は6件、4年は10
件、5年は8件、6年は15件である。
◎所見
空き家の利活用により美浜の特定空き家を増やさないことが重要であるが、既に
特定空き家になってしまった住宅については、早急に解体することが、安全の確保、
環境衛生上必要であると考える。それには解体手続きを簡素化し、解体支援を行
政が積極的に行うことが求められると感じた。また、白川町では特定空き家、準
特定空き家の区分はなく、1年以上無住となった住宅は空き家とみなして解体の補
助をしており美浜町も同じようにするべきだと考える。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察

12月11日、古民家をリノベされた「みんなの茶の間八三六」を訪問し、先駆的な取り組みで有名な「NPO法人ふるさと福
井サポートセンター」の北山理事長及び松本キーマンから、活動についての説明を受けました。
①人口減少・住宅過剰時代。美浜の空家予備軍は約700世帯（全国で900万）あり、放置すれば空家だらけになる。
②空家になって5年も経つと廃屋になる。
③だから川上（空家になる前）の決断が大切になる。
そうした問題意識から、
①空家の積極掘り起こし
② 空家バンク等の流通の場へのアップ
③マッチングツアーで移住者掘り起こし
④所有者と移住者のマッチング支援
⑤移住から定住へ丁寧サポート
というサイクル全般を献身的に実践されています。
そうした中でバランスの取れた活動のためには、集落や町内会のアプローチが大切で、特にキーマンの存在が決め手になる
とのこと。「議員もキーマンになって欲しい」という言葉が心に残りました。頑張ります。

ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
視
察

美浜町支援センター「あいぱる」を、議会で視察しました。就学前児童の発達支
援を行う施設です。専門のスタッフが相談にのり、一緒に悩みを解決していけるよう
支援しています。言語療法や作業療法、放課後デイサービスなどを実施し、生活向
上のために必要な訓練を行っているとのことです。一般にはあまり知られていない事
業ですが、運営されている方の説明を伺い、事業での苦労や課題を知ることが出来
ました。印象に残った事は、十分な療育を行うためには専門スタッフが必要ですが、
人材が集まらない状況にあるとのこと。視察を終えて、支援が必要な子供たちや家
族が、地域社会とともに「生きる」ことの大切さを強く感じました。

あ
い
ぱ
る
視
察

千円万億8 4128 5
で見る生活者目線

つかいみち

12月補正予算

レイクセンター運営事業

さらなるステップ
アップをめざして 千円3万2119千円3万405

ー昭和50年4月開校ー

実施日：令和7年2月～3月予定
内　容：実技指導　トークショー
対象者：美浜中学校生と希望する町内小学生

著名スポーツ選手の招聘 人件費
需用費
船舶保険料
業務委託料
備品購入費

など

554万3千円
281万9千円
152万4千円
392万7千円
399万5千円

内訳

美浜中学校開校50周年
記念事業

まちの未来を担う人づくり

すべての人に健康と福祉を
●心身障害者（児）医療無料化対象事業

●地域生活支援事業

●補装具給付事業
●身体障害者更生医療給付事業

●障害福祉サービス事業
●障害者介護給付事業
●障害者訓練等給付事業
●障害児福祉サービス給付事業

医療費　220万4千円

日中一時支援事業費　55万3千円
移動支援事業費　58万円

191万7千円

351万4千円
68万4千円

1278万1千円
920万1千円
481万9千円

人に優しい美浜町へ

まちづくり基金積立金

にぎわい創出基金積立金

公共施設維持補修基金積立金

企業誘致助成事業基金積立金

明かりのまちづくり事業基金積立金　　　

5億円

1504万2千円

6254万9千円

5043万1千円

8100万円

1059万8千円

防犯カメラ設置整備補助　80万円

総合運動公園改修事業

安全・安心まちづくり推進事業　

の税金税金わたし
たちの

補正後予算総額 106億3357万7千円

実施日：令和7年3月12日予定
内　容：髙木直也（新庄出身 パッケージデザイナー）
対象者：美浜中学生
※当日は講演会　校舎見学一般公開

記念式典及び講演会
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議
案
第
76
号
美
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
5
号
）

議
会
費
か
ら
衛
生
費

﹁
明
か
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
基
金
﹂

に
つ
い
て
基
金
造
成
の
目
標
額
は
あ

る
の
か
。電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
積
立

の
限
度
額
が
８
，１
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。﹁

ま
ち
づ
く
り
基
金
﹂に
5
億
円
積
み

立
て
て
い
る
が
、そ
の
目
的
は
。

「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」は
将
来
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
向
け
積
み
立

て
を
す
る
も
の
で
、今
年
度
、法
人
町
民
税
の

増
収
に
よ
る
も
の
と
、前
年
度
の
繰
越
金
が

確
定
し
た
の
で
積
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

﹁
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
移
行
業
務
委

託
料
﹂の
減
額
に
つ
い
て
、そ
の
詳

細
は
。

標
準
化
に
伴
う
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
ク

ラ
ウ
ド
化
業
務
が
次
年
度
の
国
庫
補

助
対
象
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
次
年
度
に
送
る

も
の
で
あ
る
。

﹁
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
﹂の
内
容

と
は
。

「
住
民
が
証
明
書
等
を
申
請
す
る
際

に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
免
許

証
等
の
IC
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
た
情
報
を
利

用
し
、顔
認
証
に
よ
り
住
所
等
が
記
載
さ
れ

た
申
請
書
を
自
動
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
付
や
、処
方

箋
等
の
対
応
は
で
き
る
の
か
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
は
す
べ
て

対
応
が
可
能
で
あ
る
。

﹁
福
祉
事
業
所
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
事
業
﹂に
つ
い
て
は
、補
正
予
算

の
度
に
計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、何
に

対
し
て
重
点
的
に
支
援
す
る
事
業
か
。

県
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
に
基

づ
き
、町
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に

対
し
電
気
料
金
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

農
林
水
産
費
か
ら
公
債
費

﹁
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
﹂に
つ

い
て
、令
和
7
年
1
月
1
日
か
ら
3

月
末
ま
で
の
直
営
に
よ
る
運
営
経
費
の
計
上

で
あ
る
が
、行
政
は
当
該
施
設
を
年
間
運
営

し
た
場
合
の
経
費
見
積
も
り
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
る
の
か
。

年
間
経
費
に
つ
い
て
は
、し
っ
か
り

見
積
も
り
た
い
。
ま
た
、レ
イ
ク
セ

ン
タ
ー
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

楽
し
め
る
湖
面
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
発
信
、

日
本
遺
産
の
伝
承
館
等
、エ
リ
ア
全
体
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

コ
ン
サ
ル
任
せ
に
す
る
こ
と
な
く
、持
続
的

な
経
営
を
目
指
し
経
営
強
化
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
る
。

﹁
県
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業
﹂の
減

額
は
、田
ん
ぼ
ダ
ム
事
業
不
採
択
で

あ
り
、﹁
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
﹂の
減

額
は
、菅
浜
地
区
用
排
水
事
業
の
不
採
択
と

い
う
が
、来
年
度
以
降
の
方
向
性
を
尋
ね
る
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ
い
て
は
来
年
度
も

引
き
続
き
要
望
す
る
。菅
浜
に
つ
い

て
は
県
営
の
別
事
業
に
て
採
択
を
目
指
し
た

い
。

﹁
興
道
寺
廃
寺
保
存
活
用
事
業
﹂に
つ

い
て
、土
地
の
購
入
は
目
的
が
あ
っ

て
行
う
も
の
で
あ
る
。何
に
す
る
か
分
か
ら

な
い
ま
ま
に
進
め
る
の
は
如
何
な
も
の
か
。

興
道
寺
廃
寺
に
つ
い
て
、史
跡
や
そ

の
価
値
に
つ
い
て
は
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、今
後
の
議
論
と
な
る
。
大

ま
か
な
絵
を
描
い
て
い
る
の
で
、改
め
て
お

示
し
し
た
い
。

﹁
美
浜
中
学
校
開
校
50
周
年
記
念
事

業
﹂に
つ
い
て
、著
名
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
招
聘
は
部
活
動
の
種
目
で
行
う
の
か
。

そ
の
通
り
で
あ
る
。

議
案
第
79
号
令
和
6
年
度
美
浜
町
上
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、上
下
水

道
管
の
耐
震
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、本
町
の
状
況
は
。

数
年
来
よ
り
更
新
工
事
に
着
手
し
、

今
年
度
は
早
瀬
地
区
を
施
工
し
て
い

る
。
今
回
の
補
正
予
算
は
、そ
の
財
源
確
保

の
た
め
に
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

問回答

回答問回答問回答

回答回答問

問回答問回答回答

常
任
委
員
会
の
動
き

詳
細
な
内
容
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

https://w
w

w
.tow

n.fukui-m
iham

a.lg.jp/site/tow
n-council/

12
月
定
例
会
で
は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
議
案
5
件
︑
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
議

案
4
件
︑
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
3
件
が
付
託
さ
れ
︑
詳
細
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
︒

問回答

問回答

問

問

問 予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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議
案
第
81
号 

美
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の

改
正
で
、寄
附
金
控
除
に
つ
い
て
具

体
的
に
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

特
に
県
・
市
町
に
対
す
る
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
は
、特
例
控
除
額
を

加
算
し
た
寄
附
金
控
除
が
で
き
る
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、夫
婦
で
年
収
７
０
０
万

円
、所
得
税
率
20
％
、配
偶
者
に
収
入
が
な

く
控
除
対
象
扶
養
親
族
が
い
な
い
ケ
ー
ス

で
言
う
と
、ふ
る
さ
と
納
税
を
、８
万
円
寄

附
を
す
る
と
、２
，０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
７
万
８
，０
０
０
円
が
税
の
軽
減
額
と
な

る
。内
訳
は
、個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、基

本
分
７
，８
０
０
円
に
加
え
、特
例
控
除
分

が
５
万
４
，３
０
０
円
、所
得
税
と
復
興
特

別
所
得
税
を
合
わ
せ
て
１
万
５
，９
０
０
円
、

合
計
７
万
８
，０
０
０
円
が
税
の
軽
減
額
と

な
る
の
で
、自
己
負
担
額
は
２
，０
０
０
円

と
な
る
。寄

附
金
控
除
額
に
は
上
限
が
あ
る
の

か
。

寄
附
金
額
の
合
計
額
が
、総
所
得
金

額
等
の
30
％
を
超
え
る
場
合
に
は
、

総
所
得
金
額
等
の
30
％
相
当
分
が
住
民
税
の

寄
附
金
額
と
な
る
。
ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
軽
減
額
の
上
限
は
個
人
住
民
税
所
得

割
額
の
２
割
と
な
る
。

議
案
第
82
号 

美
浜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
お
け
る
証
明
書
交

付
手
数
料
の
減
額
措
置
を
３
年
間
延

長
し
た
理
由
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
利
用
状
況
が
低
い
こ
と
か
ら

期
限
を
切
っ
て
、町
民
へ
の
浸
透
と
利
便
性

を
図
る
た
め
で
あ
る
。実
績
を
確
認
し
た
上

で
今
後
、期
間
の
見
直
し
と
費
用
対
効
果
を

含
め
、検
討
す
る
。

議
案
第
84
号 

美
浜
町
明
か
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
の
内
容
は
電
源
立
地
対
策
交
付

金
お
よ
び
原
子
力
施
設
等
に
立
地
地

域
基
盤
整
備
交
付
金
を
積
み
立
て
る
と
あ
る

が
別
途
、国
の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

条
例
に
記
載
し
た
交
付
金
を
積
み
立

て
る
も
の
で
あ
り
、他
に
補
助
金
は

な
い
。

（
１
）議
案
第
85
号 

美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

改
正
の
内
容
は
、使
用
可
能
な
施
設
と
し
て

新
た
に
カ
フ
ェ（
厨
房
設
備
等
）を
追
加
し
、

カ
フ
ェ
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の
で
、カ

フ
ェ
、１
月
に
つ
き
、使
用
料
４
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

対
抗
的
な
意
見
と
し
て

「
今
ま
で
指
定
管
理
者
の
運
営
で
は
従
業
員

を
配
置
し
て
カ
フ
ェ
の
運
営
を
続
け
て
き
た
。

そ
れ
を
町
の
直
営
に
し
た
ら
、行
政
職
員
で

は
仕
入
れ
販
売
が
難
し
い
か
ら
カ
フ
ェ
の

サ
ー
ビ
ス
は
切
り
離
し
て
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。募
集
し
て
も
事
業
者
が
い
な
い
場
合

は
カ
フ
ェ
の
運
営
は
で
き
な
い
と
い
う
。レ

イ
ク
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
や
っ
て
魅
力
的
な
も

の
に
す
る
の
か
、そ
の
大
き
な
要
素
と
し
て

カ
フ
ェ
の
運
営
を
ど
う
す
る
べ
き
か
と
い
う

視
点
が
全
然
な
い
。」と
い
う
意
見
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、賛
成
少
数
で
、承
認
し
な
い

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

（
２
）議
案
第
86
号

美
浜
町
上
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

改
正
の
内
容
は
、上
水
道
事
業
の
経
営
の
規

模
を
変
更
す
る
も
の
で
、本
改
正
に
よ
り
上

水
道
区
域
に
追
加
さ
れ
る
区
域
は
、丹
生
、

竹
波
、菅
浜
、山
上
、北
田
、太
田
、佐
田
、新

庄（
雲
谷
、奥
、松
屋
、浅
ヶ
瀬
）、け
や
き
台

で
す
。

採
決
の
結
果
、全
員
賛
成
を
も
っ
て
承
認
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

（
３
）議
案
第
87
号

美
浜
町
生
活
基
盤
強
靭
化
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

上
水
道
施
設
の
更
新
及
び
耐
震
化
に
よ
り
水

道
水
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施

す
る
生
活
基
盤
強
靭
化
事
業
に
必
要
な
資
金

を
積
み
立
て
る
た
め
、地
方
自
治
法（
昭
和

２
２
年
法
律
第
６
７
号
）第
２
４
１
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、美
浜
町
生
活
基
盤
強

靭
化
事
業
基
金
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

採
決
の
結
果
、全
員
賛
成
を
も
っ
て
承
認
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

回答回答

回答回答

問問

問問

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
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令和6年度令和6年度 第6回 美浜町議会定例会 議案 第6回 美浜町議会定例会 議案
令和 6 年第 6 回美浜町議会定例会期間：令和 6 年 11 月 29 日～ 12 月 19 日
議案番号 件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果

議案第 76 号 令和６年度美浜町一般会計補正予算（第５号）
7 億 7578 万 8 千円増額

予算決算

可決

議案第 77 号 令和６年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
1254 万 4 千円増額 可決

議案第 78 号 令和６年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
200 万 2 千円増額 可決

議案第 79 号 令和６年度美浜町上水道事業会計補正予算（第２号）
2 億 9704 万 3 千円増額 可決

議案第 80 号
令和６年度美浜町下水道事業会計補正予算（第２号）
収益的収入 3073 万 3 千円減額　収益的支出 1373 万 7 千円減額
資本的収入 4400 万円減額　資本的支出 6100 万円減額

可決

議案第 81 号 美浜町税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税等の一部を改正する法律の公布に伴い、関係規定の整備に必要な事項を定める。

総務文教

可決

議案第 82 号
美浜町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
マイナンバーカード等を利用して多機能端末により取得する証明書の手数料について、減額特例措置
の期間を延長するために必要な事項を定める。

可決

議案第 83 号

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率
化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率
化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の公布による組織及び運営に関し必
要な事項を定める。

可決

議案第 84 号
美浜町明かりのまちづくり事業基金条例の制定について
防犯街路灯の整備により住民生活の安心安全に寄与することを目的に実施する明かりのまちづくり事
業に必要な資金を積み立てるために必要な事項を定める。

可決

議案第 85 号 美浜町レイクセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
美浜町レイクセンターの施設使用の見直しに伴い、関係規定を整備するために必要な事項を定める。

産業厚生

可決

議案第 86 号 美浜町上水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
簡易水道事業を上水道事業に統合することに伴い、関係規定を整備するために必要な事項を定める。 可決

議案第 87 号
美浜町生活基盤強靭化事業基金条例の制定について
上水道施設の更新及び耐震化により水道水の安定供給を確保するために実施する生活基盤強靭化事業
に必要な資金を積み立てるために必要な事項を定める。

可決

議案第 88 号 令和６年度美浜町一般会計補正予算（第６号）
6549 万 7 千円増額（電力・ガス・食料品等高騰重点支援給付金事業等） ー 可決

議案第 89 号 令和６年度美浜町診療所事業特別会計補正予算（第１号）
54 万 3 千円増額 ー 可決

議案第 90 号 令和６年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
35 万 2 千円増額 ー 可決

議案第 91 号 令和６年度美浜町上水道事業会計補正予算（第３号）
収益的支出 81 万 9 千円増額 ー 可決

議案第 92 号 令和６年度美浜町下水道事業会計補正予算（第３号）
10 万 4 千円増額 ー 可決

議案第 93 号
美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告等を踏まえ、一般職の職員の給与等を改定するのに必要な事項を定める。

ー 可決

議案第 94 号 美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告等を踏まえ、当別職の期末手当の支給割合を改定したいするために必要な事項を定める。 ー 可決

議案第 95 号 美浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告を踏まえ、会計年度任用職員の給料を改定するために必要な事項を定める。 ー 可決

陳情第 1 号
教員の長時間労働の抜本的改善を求める意見書提出に関する陳情
全国どこでも同様な教育が受けられるよう、教育の機会均等を保障するために、国において適切な措
置を論じることを求める意見書を提出することを求める。

総務文教 採択

発議第 3 号 美浜町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

議員報酬
など

議会改革

可決

発議第 4 号 議員報酬改定検討報告書を町長（報酬審議会）に提出する決議（案） 可決
発委第 4 号 教員の長時間労働の抜本的改善を求める意見書 ー 可決

※略称　�＜予算決算＞…予算決算常任委員会　＜総務文教＞…総務文教常任委員会　＜産業厚生＞…産業厚生常任委員会　 
＜議会報酬など議会改革＞…議会報酬など議会改革特別委員会
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討
論
概
要

【
12
月
定
例
会
】

議
案
第
76
号

令
和
６
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

●
反
対
討
論

今
回
、商
工
費
の
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
に
２
１
１
９
万
３
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
内
容
は
、来
年
１
月
１
日
～
３
月
末

ま
で
、町
が
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
を
直
営
す
る

た
め
の
経
費
や
経
営
強
化
戦
略
の
策
定
を
シ

ン
ク
タ
ン
ク
に
委
託
す
る
費
用
で
あ
る
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
専
門
機
関
に
任

せ
れ
ば
、政
策
、表
現
、指
標
な
ど
綺
麗
な
計

画
が
出
来
上
が
る
と
思
う
が
、そ
ん
な
も
の

で
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
新
た
な
観

光
事
業
者
が
現
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

三
方
五
湖
D
M
O
が
撤
退
し
た
時
点
で
、

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
と
電
池
推
進
遊
覧
船
の
破

綻
は
明
白
。
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
運
営

コ
ス
ト
に
お
金
が
か
か
り
、採
算
が
取
れ
な

い
ハ
コ
モ
ノ
に
民
間
事
業
者
の
な
り
手
が
出

て
く
る
は
ず
が
な
く
、こ
の
先
の
展
望
も
明

る
い
兆
し
は
何
ひ
と
つ
な
い
の
で
、本
議
案

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
河
本
議
員
）

議
案
第
85
号

美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

●
反
対
討
論

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
、本
議
案
に
反

対
さ
れ
た
議
員
は
、レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
お
客
様
の
目
線
で
真
剣
に
考
え
、レ
イ

ク
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
と
カ
フ
ェ
の
運
営
を
切
り

離
す
こ
と
な
く
、両
方
と
も
町
が
直
営
に
し

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
、最
大
の
利
益

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
、本
議
案
に
反
対
さ

れ
た
と
思
う
。

私
も
同
じ
想
い
で
あ
り
、本
議
案
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。�

（
河
本
議
員
）

発
議
第
３
号

美
浜
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
賛
成
討
論

４
．
60
と
い
う
値
は
民
間
の
ボ
ー
ナ
ス
の

支
給
割
合
と
同
等
な
の
で
社
会
的
な
許
容
範

囲
で
あ
り
、高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

議
員
の
報
酬
や
期
末
手
当
の
増
額
に
住
民

か
ら
の
非
難
が
多
い
の
は
、単
に
議
員
の
活

動
が
報
酬
額
に
見
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
て
い

て
、議
員
個
人
の
活
動
力
や
情
報
発
信
力
が

足
り
て
い
な
い
の
が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
報
酬
や
期
末
手
当
を
増
額
し
て
も

そ
れ
に
見
合
っ
た
活
動
に
な
っ
て
い
れ
ば
住

民
か
ら
の
非
難
は
少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
活
動
力
強
化
と
生
活
の
安
定
の
た

め
に
は
、人
事
院
勧
告
を
参
考
に
民
間
の
支

給
割
合（
社
会
情
勢
）と
連
動
さ
せ
る
こ
と
が

合
理
的
だ
と
考
え
る
の
で
、発
議
第
３
号
に

賛
成
す
る
。�

（
河
本
議
員
）

発
議
第
４
号

議
員
報
酬
改
定
検
討
報
告
書
を
町
長（
報
酬

審
議
会
）に
提
出
す
る
決
議（
案
）

●
賛
成
討
論

こ
れ
ま
で
、議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
背
景
は
い
く

つ
も
の
要
因
が
あ
る
が
、議
員
報
酬
を
引
き

上
げ
る
と
町
民
か
ら
の
非
難
の
的
に
な
る
の

で
、現
職
議
員
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い

こ
と
が
一
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
よ
う
な

「
な
り
手
不
足
対
策
」を
行
う
と
、「
な
り
手
が

い
な
い
環
境
」で
保
て
る
現
職
の
優
位
性（
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
）を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、現
職
議
員
が「
な
り
手
不
足
対
策
」に

積
極
的
に
踏
み
出
さ
な
い
こ
と
も
一
因
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。

議
員
報
酬
改
定
検
討
報
告
書
を
町
長（
報

酬
審
議
会
）に
提
出
す
る
決
議
案
に
つ
い
て

は
、議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
よ
う
戸
嶋
町

長
に
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、議
員
報
酬
改

定
検
討
報
告
書
の
内
容
に
議
会
の
お
手
盛
り

が
な
い
か
を
審
査
し
て
も
ら
う
た
め
に
議
員

報
酬
改
定
検
討
報
告
書
を
提
出
す
る
か
、し

な
い
か
を
決
め
る
決
議
案
で
あ
る
。

最
終
的
な
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、議
会
側
が
条
例
改
正
案
を
本
会
議
に

提
出
す
る
の
で
、こ
の
決
議
案
で
町
長
や
報

酬
審
議
会
の
責
任
で
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ

る
よ
う
に
求
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

今
回
提
出
す
る
議
員
報
酬
改
定
検
討
報

告
書
に
つ
い
て
は
、美
浜
町
議
会
議
員
の
活

動
量
に
見
合
う
議
員
報
酬
の
適
正
な
水
準
を

示
す
た
め
に
、全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
採

用
し
て
い
る
原
価
方
式
で
改
定
す
る
議
員
報

酬
の
額
を
算
出
し
て
い
る
。

全
国
的
に
広
が
る
無
投
票
や
定
数
割
れ
、

議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
は
、民
主
主
義
の

危
機
で
あ
る
。
ま
た
、議
会
の
高
齢
化
、男
性

に
偏
っ
た
議
会
構
成
の
問
題
も
同
時
に
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
う
し
て
、若
者
、女
性
、障
が
い
者
、勤

労
世
代（
会
社
員
、管
理
職
）の
住
民
が
議
員

と
い
う
職
業
に
見
向
き
も
し
な
い
の
か
。
そ

れ
は
、議
員
報
酬
だ
け
で
は
生
計
を
維
持
で

き
な
い
ほ
ど
の
低
水
準
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

昇
給
も
な
く
、福
利
厚
生
も
な
く
、政
務
活
動

費
も
な
く
、人
生
設
計
を
考
え
る
う
え
で
明

る
い
展
望
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
立
候
補
を
阻
害
す
る
要
因
を
放
置
し

て
、「
な
り
手
が
い
な
い
」と
言
っ
て
い
て
も
、

な
り
手
が
出
て
来
る
は
ず
が
な
く
、無
投
票
、

定
数
割
れ
の
危
機
は
永
遠
に
続
く
。
ま
た
、

年
金
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
議

員
活
動
と
生
活
が
安
定
す
る
よ
う
な
環
境
で

は
、議
会
が
高
齢
化
す
る
の
は
当
た
り
前
で

あ
る
。議会

を
今
以
上
に
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、

若
者
、女
性
、障
が
い
者
、勤
労
世
代（
会
社

員
、管
理
職
）の
住
民
が
、住
民
自
治（
民
主
主

義
）の
担
い
手
と
し
て
立
候
補
し
、議
員
と
し

て
の
職
責
を
果
た
し
な
が
ら
、美
浜
町
の
よ

り
良
い
発
展
を
築
い
て
い
く
環
境
の
整
備
が

必
要
。議会

の
議
席
と
い
う
の
は
住
民
の
議
席
で

あ
る
。
私
た
ち
は
住
民
か
ら
議
席
を
預
か
っ

て
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

今
後
の
議
会
の
あ
り
方
を
見
据
え
、近
い
将

来
、議
員
と
な
る
住
民
の
た
め
に
、よ
り
良
い

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、私
た
ち
現
職
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と
思
う
。

多
様
で
有
能
な
人
材
が
議
会
に
参
画
す

る
た
め
に
は
、議
会
の
活
性
化
や
機
能
強
化

を
図
り
な
が
ら
、立
候
補
を
阻
害
す
る
要
因

を
取
り
除
き
、志
を
抱
く
誰
も
が
議
員
と
し

て
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、決
議
案
に
賛
成
す
る
。�

�

（
河
本
議
員
）

発
議
第
３
号　
美
浜
町
特
別
職
の
職
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

●
反
対
討
論

以
前
、期
末
手
当
の
年
間
支
給
割
合
を
３
．

１
ヶ
月
か
ら
４
．５
ヶ
月
に
引
き
上
げ
る
際

に
議
員（
非
常
勤
職
）に
は
該
当
し
な
い
と
い

う
事
で
引
き
上
げ
に
反
対
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
然
、人
事
勧
告
に
合
わ
せ
期
末

手
当
の
年
間
支
給
割
合
を
４
．５
ヶ
月
か
ら

４
．６
ヶ
月
に
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

�

（
﨑
元
議
員
）

発
議
第
４
号　
議
員
報
酬
改
定
検
討
報
告

書
を
町
長（
報
酬
審
議
会
）に
提
出
す
る
決
議

（
案
）

●
反
対
討
論

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
町
村
議
会
の
報
酬
は
、

約
２
２
万
円
程
度
で
あ
る
。
物
価
高
騰
で
報

酬
を
上
げ
る
こ
と
自
体
は
反
対
し
ま
せ
ん
が
、

提
示
金
額
の
月
額
38
万
２
５
０
０
円
に
は
、

賛
成
で
き
な
い
。
昨
年
ま
で
の
議
員
報
酬
は

年
収
３
５
４
万
８
５
０
０
円
で
し
た
。
発
議

第
４
号
の
報
酬
提
示
額
は
、期
末
手
当
の
年

間
支
給
割
合
４
．６
ヶ
月
を
合
わ
せ
る
と
年

収
６
３
４
万
９
５
０
０
円
に
な
り
、昨
年
と

比
較
し
て
約
２
８
０
万
円
の
増
額
に
な
る
。

報
酬
は
、物
価
に
応
じ
て
上
げ
る
べ
き
で

あ
り
、こ
の
上
げ
幅
は
到
底
、町
民
か
ら
理
解

が
得
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。（
﨑
元
議
員
）

賛否が分かれた議案
議席順に掲載（〇賛成 ×反対 ―欠席 □退席）し、反対または退席等があった議案だけ載せています。
※議長（川畑忠之）は採決に加わりません。
議案番号 幸𠀋 兼田 中牟田 上道 髙橋 梅津 河本 辻井 松下 﨑元 山口 藤本 竹仲

議案第 76 号 ○ ○ ○ × 〇 ○ × - × ○ 〇 〇 ○
議案第 85号 × 〇 〇 × 〇 〇 × - × 〇 〇 〇 〇
発議第3号 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 - 〇 × 〇 × 〇
発議第 4号 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 - × × 〇 × 〇

2025年 新春号2025年 新春号9



町 政 を 問 う！ 一 般 質 問
12月定例会では６人の議員が一般
質問に立ち、町行政のあり方につい
て、問いただしました。

一般質問はMMネットの行政チャ
ンネルで翌日の午後8時、翌々日は
午後1時から放送されています。

令
和
4
年
1
月
17
日
付
け

の
美
浜
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
（
報
告
）
は
、
近

隣
自
治
体
と
議
員
報
酬
月
額
の
比

較
で
、
議
員
報
酬
額
が
県
内
で
最

も
多
い
町
と
し
て
、
池
田
町
議
会

の
25
万
５
０
０
０
円
を
あ
げ
て
い

る
。ま

た
首
長
と
の
報
酬
比
較
で

は
、
市
議
会
議
員
の
約
50
％
前
後

で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
町
議
会
議

員
は
約
30
％
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
水
準
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
議
会
の
年

間
会
期
日
数
の
違
い
、
市
議
会
平

均
80
．9
日
、
町
議
会
平
均
約
42
．

8
日
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
直
近
の
会
期
日
数
で

は
、
池
田
町
議
会
の
会
期
日
数
は

令
和
5
年
12
月
定
例
会
が
3
日
、

令
和
6
年
3
月
の
定
例
会
が
9

日
、
6
月
定
例
会
が
4
日
、
9
月

定
例
会
が
4
日
と
い
う
年
間
20
日

間
。一

方
で
、
美
浜
町
議
会
の
会
期

日
数
は
、
令
和
5
年
12
月
定
例
会

が
23
日
、
令
和
6
年
の
3
月
定
例

会
が
20
日
、6
月
定
例
会
が
19
日
、

9
月
定
例
会
は
25
日
の
年
間
87
日

間
で
、
市
議
会
平
均
の
80
．9
日

を
超
え
る
会
期
日
数
で
あ
る
。

こ
の
点
、
報
酬
審
議
会
の
答
申

は
、議
会
の
会
期
日
数
に
お
い
て
、

市
議
会
平
均
の
80
．9
日
、
町
議

会
平
均
42
．8
日
が
議
員
の
報
酬

に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

と
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の

外
見
的
な
報
酬
額
を
提
示
す
る
の

み
で
、
美
浜
町
議
会
と
池
田
町
議

会
の
会
期
日
数
の
比
較
や
市
議
会

平
均
や
町
議
会
平
均
の
会
期
日
数

か
ら
比
較
し
た
評
価
を
全
く
行
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
は
不
当
極
ま

り
な
い
と
思
う
。
評
価
す
べ
き
点

を
見
過
ご
し
て
い
る
の
か
、
悪
意

が
あ
っ
て
無
視
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
が
、
本
来
、
議
会
の
会

町 政 を 問 う！ 一 般 質 問

期
日
数
と
い
う
の
は
、
議
会
議
員

の
表
に
現
れ
る
活
動
量
と
し
て
比

較
検
討
し
や
す
い
数
値
で
あ
る
。

表
に
現
れ
る
活
動
が
多
く
な
れ

ば
、
そ
れ
に
と
も
な
い
表
に
現
れ

な
い
議
会
・
議
員
活
動
も
増
え
る

が
、
現
状
に
お
い
て
は
、
美
浜
町

議
会
の
会
期
日
数
が
市
議
会
平
均

の
80
．9
日
を
超
え
る
こ
と
を
今

後
は
し
っ
か
り
と
評
価
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。全

国
町
村
議
会
議
長
会
の

町
村
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
に
よ
る
と
、
議
員
報
酬
の
算
定

方
式
と
し
て
、
原
価
方
式
、
比
較

方
式
、
収
益
方
式
の
3
方
式
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

町長

会
期
日
数
の
評
価
、活
動
量
は
、

現
在
、
活
動
内
容
を
踏
ま
え
た
原

価
方
式
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
も

の
で
、
活
動
内
容
を
住
民
に
示
す

た
め
に
、
議
会
の
活
動
内
容
と
活

動
量
を
算
出
し
起
用
さ
れ
る
算
定

方
式
だ
と
聞
い
て
い
る
。
活
動
内

容
を
踏
ま
え
た
、
原
価
方
式
の
算

定
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
町
議
会
の

活
動
を
評
価
す
る
に
は
、
会
期
日

数
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
活
動

内
容
で
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
予
備
日
や
休
会
日
を
含

め
た
会
期
日
数
だ
け
を
も
っ
て
議

会
の
活
動
を
正
確
に
評
価
す
る
こ

と
は
合
理
的
で
は
な
く
、
活
動
内

容
の
評
価
や
活
動
の
成
果
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
最
も
重
要
な
町
民

の
理
解
を
う
る
こ
と
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て

美
浜
町
の
職
員
の
俸
給
や

手
当
は
拡
充
さ
れ
る
が
、
議
員
の

場
合
は
福
利
厚
生
が
な
い
。
美
浜

町
議
会
の
場
合
は
、
法
的
に
支
払

い
が
可
能
な
交
通
費
に
関
す
る
費

用
弁
償
や
政
務
活
動
費
も
な
い
。

議
員
報
酬
に
も
生
活
給
的
要
素
が

な
く
、
年
金
を
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
初
め
て
議
員
活
動
を
行
い

な
が
ら
生
活
が
成
り
立
ち
安
定
す

意見

る
よ
う
な
こ
の
環
境
で
は
議
会
が

高
齢
化
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

な
ぜ
20
代
か
ら
50
代
の
若
者
や
管

理
職
ク
ラ
ス
の
勤
労
世
代
、
性
別

で
は
女
性
の
な
り
手
が
少
な
い
の

か
、
こ
こ
に
問
題
の
焦
点
を
当
て

て
立
候
補
を
阻
害
す
る
よ
う
な
要

因
を
取
り
除
く
こ
と
が
な
り
手
不

足
対
策
の
課
題
で
あ
る
。

議
会
は
、
多
様
で
有
能
な
人
材

を
確
保
し
、
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
向
上
さ
せ
、
1
人
1
人
の
議

員
が
高
い
志
を
持
っ
て
職
務
を
遂

行
で
き
る
魅
力
あ
る
議
会
を
つ
く

り
、住
民
自
治
（
地
域
民
主
主
義
）

を
存
続
さ
せ
、
町
民
の
負
託
に
応

え
、
よ
り
良
い
ま
ち
の
発
展
、
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
未
来
志

向
で
議
員
報
酬
を
含
め
た
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

❶❶ � �

市
議
会
平
均
よ
り
も

市
議
会
平
均
よ
り
も  

多
い
美
浜
町
議
会
の
会

多
い
美
浜
町
議
会
の
会

期
日
数
、
し
っ
か
り
評

期
日
数
、
し
っ
か
り
評

価
す
べ
き
！

価
す
べ
き
！

答

会
期
日
数
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
の
活
動
内
容
で
示
す

必
要
が
あ
る
。

問

河
こうもと

本  猛
たけし

  議員
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

早
瀬
の
嶽
山
は
、
レ
イ
ク

セ
ン
タ
ー
前
に
登
り
口
が

あ
り
、
山
頂
に
は
弥
勒
仏
本
殿
と

仏
舎
利
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
過
去
に
活
用
さ
れ
て
い
た

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
と
電
波
塔
も

有
り
山
頂
は
若
狭
湾
、
日
向
湖
が

一
望
で
き
風
光
明
媚
な
場
所
で
あ

る
が
、
周
辺
環
境
保
全
管
理
が
手

つ
か
ず
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

上
下
水
道
の
整
備
・
ト
イ
レ
の
設

置
、
お
よ
び
山
道
の
山
際
落
石
防

止
、
側
溝
の
排
水
路
手
直
し
等
を

実
施
し
安
全
の
確
保
を
図
る
。
ま

た
、
景
観
確
保
の
た
め
周
辺
、
雑

木
の
伐
採
を
図
り
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
山
頂
公
園
と
し
て
整
備

し
、
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
と
の
運
営

管
理
で
集
客
拡
大
を
図
る
考
え
は

な
い
の
か
質
問
す
る
。

三
方
五
湖
天
空
の
テ
ラ
ス

や
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
、
道

の
駅
は
ま
び
よ
り
な
ど
の

観
光
資
源
の
整
備
や
、
魅
力
ア
ッ

プ
施
設
等
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
支
援

に
取
り
組
み
、
開
業
以
降
、
着
実

に
観
光
呼
び
込
み
客
や
宿
泊
者
数

は
増
え
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、中
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、

観
光
誘
客
戦
略
を
強
力
に
進
め
て

い
き
た
い
。
嶽
山
エ
リ
ア
は
課
題

も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
活
用
の
可

能
性
等
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

昭
和
40
年
代
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ

る
ま
で
は
、
山
頂
に
は
レ

ス
ト
ラ
ン
や
展
望
台
等
が
整
備
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
お
り
、
誘
客
に
繋
が
る
観

光
資
源
と
し
て
の
魅
力
も
あ
り
、

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
と
の
相
乗
効
果

も
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
観

光
客
の
利
便
性
向
上
と
、
新
た
な

水
道
施
設
や
ト
イ
レ
の
整
備
な

ど
、
衛
生
面
の
充
実
、
ま
た
、
レ

イ
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
落
石
防
止
や
側
溝
排
水
路

の
改
修
な
ど
、
抜
本
的
な
安
全
対

町長観光誘客
課長

町 政 を 問 う！質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

策
も
必
要
と
な
る
が
、
第
一
種
区

域
で
あ
り
、
新
た
な
建
造
物
の
設

置
は
原
則
認
め
ら
れ
ず
、
樹
木
の

伐
採
に
つ
い
て
も
厳
し
い
制
約
が

あ
る
な
ど
、整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
を
多
角
的
な
視
点

で
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

観
光
誘
客
に
は
将
来
的
に

も
考
え
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
た
く
さ
ん
の

課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
な

か
な
か
、
そ
の
嶽
山
山
頂
の
原
野

を
観
光
地
に
す
る
に
は
難
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
せ
っ
か
く

あ
る
地
元
の
資
源
で
あ
る
の
で
、

何
と
か
ト
イ
レ
の
整
備
等
を
実
施

し
、
観
光
地
と
し
て
誘
客
が
図
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
貰
い
た
い
。

美
浜
町
制
25
周
年
記
念
事

業
と
し
て
昭
和
54
年
に
詩

人
の
森
菊
蔵
氏
が
作
詞
、
五
木
ひ

ろ
し
さ
ん
が
作
曲
し
た
、
五
木
ひ

ろ
し
「
美
浜
音
頭
」
と
し
て
美
浜

意見問

町
民
の
愛
唱
歌
と
し
て
盆
踊
り
等

で
今
で
も
歌
い
継
が
れ
歌
詞
は
美

浜
町
の
自
慢
で
き
る
名
勝
を
PR
し

て
い
る
。約
11
箇
所
の
名
勝
の
内
、

久
々
子
弁
天
、
嶽
山
・
弥
勒
仏
を

地
域
資
源
と
し
て
観
光
地
に
整
備

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

歌
詞
に
登
場
す
る
久
々
子

弁
天
か
ら
早
瀬
区
に
通
ず

る
遊
歩
道
の
一
部
改
良
整

備
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

嶽
山
や
弥
勒
仏
の
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
観
光
資
源
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

美
浜
音
頭
を
次
世
代
層
へ

景
勝
地
と
し
て
伝
承
し
て

い
く
よ
う
教
育
委
員
会
を
含
め
て

検
討
お
願
い
し
た
い
。

十
月
二
六
・
二
七
日
に
開

催
さ
れ
た
「
鯖
サ
ミ
ッ
ト

観光誘客
課長問

in
美
浜
」
に
全
国
か
ら
鯖
に
関
す

る
出
店
ブ
ー
ス
27
、
は
ま
な
び
出

店
ブ
ー
ス
26
の
計
53
ブ
ー
ス
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
が
、
入
込
み
客
数

と
売
上
実
績
を
伺
う
。

2
日
間
で
、
約
1
万
３
２

０
０
人
と
な
り
、
約
昨
年

の
約
７
０
０
０
人
よ
り
倍

増
に
近
い
来
場
者
と
な
り
、
こ
の

フ
ェ
ス
タ
の
趣
旨
は
、
各
出
展
者

の
売
り
上
げ
を
目
的
と
し
た
も
の

で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
集
い
、

繋
が
る
交
流
の
機
会
の
創
出
を
目

的
と
す
る
も
の
で
、
来
場
者
に
対

し
、
町
内
商
品
お
よ
び
日
本
各
地

の
鯖
関
連
商
品
さ
ら
に
は
各
団
体

の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
機
会

の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

で
こ
れ
ま
で
も
、
各
売
り
上
げ
の

報
告
を
求
め
て
い
な
い
。

本
事
業
の
実
行
委
員
会
の

方
々
か
ら
の
ご
意
見
で
す

が
、
計
画
通
り
の
予
算
が
な
く
企

画
運
営
に
大
変
苦
労
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
町
の
見
解
を
伺
う
。

予
算
内
で
、
創
意
工
夫
し

な
が
ら
、
広
角
的
な
効
果

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
た
だ
い
た
と
理
解
し
て
お
り
、

今
後
と
も
町
民
や
事
業
関
係
者
の

お
声
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
民
や

若
者
の
発
想
に
よ
る
、
よ
り
よ
い

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

❶❶ � �

第
五
次
美
浜
町
総
合
振

第
五
次
美
浜
町
総
合
振

興
計
画
の
主
要
施
策
の

興
計
画
の
主
要
施
策
の

一
つ
で
あ
る
「
観
光
施

一
つ
で
あ
る
「
観
光
施

設
の
整
備
と
地
域
資
源

設
の
整
備
と
地
域
資
源

の
掘
り
起
こ
し
」
に
つ

の
掘
り
起
こ
し
」
に
つ

い
て
問
う
。

い
て
問
う
。  

��

嶽
山
山
頂
観
光
開
発
に

嶽
山
山
頂
観
光
開
発
に

つ
い
て

つ
い
て

答

周
辺
滞
在
型
観
光
へ
の
活

用
と
し
て
可
能
性
等
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

❷❷ � �

美
浜
町
民
の
愛
唱
歌
の

美
浜
町
民
の
愛
唱
歌
の

活
用
に
つ
い
て

活
用
に
つ
い
て

答

隠
れ
た
資
源
が
注
目
さ
れ
、

周
遊
滞
在
型
観
光
に
繋
が

る
よ
う
、そ
の
活
用
方
策

の
検
討
と
、美
浜
音
頭
に

よ
る
周
知
に
努
力
す
る
。

❸❸ � �

は
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
２

は
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
２

０
２
４
・
鯖
サ
ミ
ッ
ト

０
２
４
・
鯖
サ
ミ
ッ
ト

inin
美
浜
の
実
績
に
つ
い

美
浜
の
実
績
に
つ
い

て
問
う
。

て
問
う
。

答

各
出
展
者
の
売
り
上
げ
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、多
く
の
人
が
集
い
、繋

が
る
交
流
の
機
会
の
創
出

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

梅
うめ

津
づ

  隆
た か ひ さ

久  議員

産業政策
課長

産業政策
課長 問

問

意見
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問

行
政
が
直
営
で
レ
イ
ク
セ

ン
タ
ー
を
運
営
す
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
完
全
直
営
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

直
営
と
は
、
レ
イ
ク
セ
ン

タ
ー
に
係
る
全
て
の
業
務

で
人
材
の
採
用
や
管
理
、

予
算
の
執
行
、
設
備
の
維
持
管
理
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
を
町
の
職
員

が
主
体
的
に
行
う
こ
と
。

三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
こ

る
ぱ
、
公
益
事
業
等
を
運

営
し
て
い
る
が
、
レ
イ
ク
セ
ン

タ
ー
の
み
を
三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か

ら
切
り
離
し
て
、
行
政
が
直
営
と

い
う
こ
と
か
。

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
運
営

管
理
に
つ
い
て
は
、
１
月

か
ら
三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か

ら
の
運
用
を
切
り
離
し
て
、
町
が

直
営
で
運
営
す
る
こ
と
。

行
政
は
直
営
す
る
と
言
い

な
が
ら
、
電
池
推
進
遊
覧

観光誘客
課長問観光誘客

課長

船
の
運
航
な
ど
を
一
部
委
託
す
る

と
い
っ
て
い
る
が
、
委
託
す
る
業

者
は
決
ま
っ
た
の
か
。

当
該
観
光
事
業
者
と
は
合

意
に
至
ら
ず
、
安
定
的
に

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め

の
経
営
強
化
戦
略
が
必
要
と
の
判

断
に
至
っ
た
。観
光
事
業
者
と
は
、

経
営
強
化
戦
略
を
持
っ
て
、
再
度

協
議
を
開
始
す
る
旨
、
確
認
し
て

お
り
、
委
託
事
業
者
が
決
定
す
る

ま
で
の
一
定
期
間
は
、
町
が
直
営

で
運
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
時
点
で
委
託
す
る
業
者

が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
１
月
１
日
か
ら
の
運
行

は
で
き
る
の
か
。

遊
覧
船
の
運
航
や
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
運
営
な
ど
基
本

的
な
運
営
は
当
面
町
で
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
。
現
在
、
町

直
営
で
の
遊
覧
船
の
運
航
に
あ
た

り
、
必
要
と
な
る
運
輸
局
の
旅
客

不
定
期
航
路
事
業
の
認
可
に
つ
い

て
は
、
既
に
申
請
書
を
提
出
す
る

な
ど
、
所
要
の
運
行
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
遊
覧
船
の
運

航
に
係
る
人
員
に
つ
い
て
も
、
三

方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
社
員
を
町
で
継

続
し
て
雇
用
す
る
た
め
の
協
議

や
、手
続
き
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
関
係
者
と
協
議
を
重
ね

観光誘客
課長問観光誘客

課長

な
が
ら
、
令
和
7
年
１
月
か
ら
の

運
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。

電
池
推
進
遊
覧
船
の
運
航

が
で
き
な
い
場
合
は
、
引

き
続
き
三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
再
委

託
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
の
か
。

令
和
6
年
3
月
に
三
方
五

湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
締
結
し
た
覚

書
に
基
づ
き
、
所
要
の
手

続
き
を
進
め
て
お
り
、
新
た
な
観

光
事
業
者
と
こ
れ
か
ら
策
定
す
る

経
営
強
化
戦
略
に
基
づ
き
、
運
行

委
託
の
協
議
に
入
る
段
階
で
あ

り
、
視
野
に
は
な
い
。

三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
従
業

員
の
処
遇
は
ど
う
す
る
の

か
。

本
人
の
意
思
を
伺
っ
た
上

で
、
引
き
続
き
町
の
職
員

と
し
て
現
在
の
雇
用
形
態

を
十
分
に
配
慮
の
上
、
レ
イ
ク
セ

ン
タ
ー
で
遊
覧
船
業
務
に
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
所
要
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

行
政
は
、
三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
撤
退
し
た
後
に
電
池

推
進
遊
覧
船
の
運
航
を
別
の
観
光

事
業
社
に
委
託
し
よ
う
と
し
て
い

た
が
、
一
時
は
了
解
を
得
ら
れ
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
本
当

の
と
こ
ろ
若
狭
町
や
観
光
事
業
者

問観光誘客
課長問観光誘客

課長問

に
、拒
否
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

若
狭
町
と
も
遊
覧
船
の
運

行
を
、
観
光
事
業
者
へ
委

託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
。
若
狭
町
と
若

狭
町
議
会
と
も
に
、
合
意
を
い
た

だ
い
た
上
で
、
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。
町
で
は
、
こ
の
三
方
五
湖

に
お
い
て
、
長
く
観
光
事
業
を
経

営
し
、
遊
覧
船
と
も
親
和
性
の
強

い
観
光
事
業
者
へ
の
運
営
委
託
を

念
頭
に
、
協
議
を
進
め
て
い
る

が
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
事
業

を
進
め
て
い
く
た
め
の
、
経
営
強

化
戦
略
が
必
要
と
の
結
論
に
な
っ

た
。
今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
経
営
強
化
戦
略
策
定
に
必
要

な
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
議
会

に
お
い
て
、
予
算
の
承
認
が
い
た

だ
け
た
ら
、
速
や
か
に
、
観
光
専

門
の
大
手
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
委
託

し
て
、
現
状
の
課
題
で
あ
っ
た

り
、
改
善
点
、
基
本
方
針
、
目
標
、

収
益
成
長
政
策
等
を
取
り
ま
と
め

て
、こ
の
戦
略
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

観
光
事
業
者
と
詳
細
な
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

関
西
に
中
間
貯
蔵
施
設
、

最
終
処
分
場
を
関
電
に
提

案
す
る
気
は
な
い
の
か
。

事
業
者
の
使
用
済
燃
料
対

策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
や
県
外
へ
の
中

間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
出
、
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
で
の
再
処
理
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
組
み
合
わ

せ
、
着
実
に
発
電
所
が
継
続
し
て

運
転
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
と
し

て
い
る
。県

道
新
庄
高
島
線
避
難
道

は
ど
う
国
に
対
し
て
要
望

し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
か
ら
町
や
町
議

会
、
福
井
県
美
浜
町
・
琵

琶
湖
北
西
地
域
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
が
中
心
と
な

り
、
県
選
出
国
会
議
員
や
関
係
省

庁
、
福
井
県
・
滋
賀
県
サ
イ
ド
に

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

核
の
ゴ
ミ
、高
レ
ベ
ル
も
、

低
レ
ベ
ル
も
危
険
を
僻
地

に
ば
か
り
押
し
付
け
な
い
で
、
都

会
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
。ま
た
、

こ
れ
以
上
廃
棄
物
を
残
し
て
未
来

永
劫
、
子
々
孫
々
ま
で
危
険
に
さ

ら
す
こ
と
を
止
め
て
い
た
だ
き
、

原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
の
復
活
を
願

う
。 エネルギー

政策課長問土木建築
課長意見

12月定例会では６人の議員が一般
質問に立ち、町行政のあり方につい
て、問いただしました。

一般質問はMMネットの行政チャ
ンネルで翌日の午後8時、翌々日は
午後1時から放送されています。

上
うえ

道
みち

  正
しょう

二
じ

  議員

問

副町長

問

❷❷ � �

原
子
力
発
電
所
に

原
子
力
発
電
所
に  

つ
い
て
つ
い
て

❶❶ � �

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
に

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
に  

つ
い
て
つ
い
て

問
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

県
内
の
小
中
学
校
の
不
登

校
の
児
童
数
が
過
去
最
多

で
あ
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
美

浜
町
で
は
ど
う
か
。

学
校
や
個
人
の
特
定
に
繋

が
り
か
ね
な
い
理
由
で
各

市
町
別
で
の
公
表
は
控
え

て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
は
過
去

10
年
間
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
の
デ
ー
タ
で

は
学
校
側
と
児
童
生
徒
の

イ
ジ
メ
等
に
関
す
る
認
識
の
違
い

が
あ
り
、
学
校
側
が
子
ど
も
た
ち

の
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
と
の

数
字
が
出
て
い
る
が
、
イ
ジ
メ
や

不
登
校
の
要
因
、
校
内
暴
力
等
、

学
校
側
は
ど
の
程
度
把
握
し
て
い

る
の
か
。要

因
と
し
て
は
家
庭
環
境

や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
等
で

イ
ジ
メ
が
原
因
と
な
る
報

告
は
な
い
。
校
内
暴
力
で
は
令
和

2
年
度
の
1
件
以
降
報
告
は
な
い
。

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
支
援
す
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
児
童
生
徒
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
要
員
の
配
置
が
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
美
浜

町
は
ど
う
か
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

平
成
14
年
か
ら
1
名
県
か

ら
の
派
遣
を
受
け
て
お
り
、

校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
支
援
員
で
は

今
年
度
か
ら
美
浜
中
学
校
に
1
名

配
置
さ
れ
て
い
て
、
引
き
続
き
配

置
を
要
望
し
て
い
く
。

現
在
、
静
岡
県
で
導
入
さ

れ
て
い
る
「
チ
ー
ム
担
任

制
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
制

度
な
ら
複
数
の
教
員
に
見
守
ら
れ
、

児
童
も
教
員
に
相
談
し
や
す
く
な

る
と
思
う
が
導
入
で
き
る
の
か
。

こ
の
チ
ー
ム
体
制
は
福
井
県

が
今
年
改
定
し
た
「
教
育

に
対
す
る
大
綱
」
の
中
に

掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
各
学
級
担
任
が

チ
ー
ム
と
なって
複
数
学
級
を
担
任

す
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
県
の
方
で
次
年
度
か
ら
モ

デ
ル
校
を
選
出
し
て
検
証
を
進
め
る

こ
と
か
ら
本
町
で
も
導
入
が
適
切

か
検
討
し
て
い
く
。

今
、
全
国
の
自
治
体
で
学

校
給
食
の
無
償
化
が
進
ん

で
い
る
。
全
国
１
７
９
４
自
治
体

の
内
じ
つ
に
５
４
７
自
治
体
が
給

食
費
の
無
償
化
に
舵
を
切
っ
て
い

る
。
そ
の
割
合
は
30
％
を
超
え
て

い
る
。
子
育
て
支
援
、
少
子
化

問
題
、
移
住
問
題
の
解
消
の一
助

と
な
っ
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
。

ほ
か
の
自
治
体
が
財
政
的
に
厳
し

い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
施
し

て
い
る
。
美
浜
町
で
は
財
政
の
心

配
は
な
く
、
財
政
指
数
が
1
を
超

え
て
い
る
段
階
で
や
ら
な
い
理
由

は
見
当
た
ら
な
い
。
美
浜
町
の
小

中
学
校
の
給
食
費
完
全
無
償
化
は

い
つ
出
来
る
の
か
。

近
年
の
物
価
上
昇
に
伴
う

原
材
料
価
格
等
の
高
騰
に

家
庭
の
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
に
町
で
は
物
価
高
騰
対
策
分

を
負
担
し
て
、
本
年
度
は
３
２
８

万
円
を
負
担
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
給
食
費
を
無
償
化
す
る
の
で

は
な
く
家
計
負
担
を
こ
れ
以
上
増

や
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
と
こ
ろ
で

あ
る
。

組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
町

長
の
英
断
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

給
食
費
だ
け
で
は
な
く
全

体
を
検
証
す
る
中
で
家
庭

の
負
担
軽
減
を
考
え
る
。

新
幹
線
開
業
後
も
福
井
県

の
認
知
度
は
低
く
唯
一
レ

イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
ぐ
ら
い
し
か
な

い
の
が
現
状
。
北
前
船
の
早
瀬
地

区
、
渓
流
の
新
庄
地
区
、
水
晶
浜

の
丹
生
半
島
、
そ
し
て
戦
国
の
息

吹
を
感
じ
る
国
吉
城
。
こ
れ
ら
の

観
光
地
の
知
名
度
が
低
い
ま
ま
で

あ
る
。
国
吉
城
に
関
し
て
は
山
上

地
区
の
岩
出
山
砦
、
太
田
地
区
の

中
山
の
砦
、
秀
吉
と
朝
倉
方
の
激

戦
地
佐
田
地
区
、
狩
倉
山
の
砦
が

あ
る
北
田
地
区
。
そ
れ
に
国
吉
城

を
加
え
る
と
一つ
の
ル
ー
ト
が
出

来
上
が
る
。
城
跡
か
ら
尾
根
筋
を

た
ど
る
山
岳
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
土
塁
跡

が
し
っ
か
り
残
っ
て
い
て
、
少
し
の

整
備
で
充
分
活
用
で
き
る
。
周
辺

5
つ
の
集
落
の
協
働
で
山
岳
ト
レ

イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
伺
う
。

過
去
い
く
つ
か
の
ト
レ
イ
ル

コ
ー
ス
を
検
討
し
た
経
緯

が
あ
り
、
こ
の
25
㎞
に
及

ぶ
コ
ー
ス
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し

く
体
力
的
に
ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
で
あ

り
、
充
分
な
安
全
対
策
も
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
大
半
が
民
有
地
で

あ
り
県
が
定
め
た
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
で
あ
る
。
協
議
調
整
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
課
題
も
多

く
現
時
点
で
は
時
期
尚
早
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
で
は
あ

る
が
、
魅
力
の
あ
る
コ
ー

ス
で
も
あ
る
。
周
辺
の
集
落
の
協

働
に
よ
り
遺
跡
の
再
認
識
、
活
性

化
が
期
待
で
き
地
域
の
相
互
関
係

強
化
も
で
き
る
の
で
前
向
き
に
検

討
願
い
た
い
。

26
年
度
の
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
が
「
秀
吉
兄
弟
」

に
決
定
し
た
。
木
下
藤
吉
郎
、
小

一郎
の
若
い
頃
の
話
に
な
っ
て
い
る

の
で
当
然
、
金
ヶ
崎
の
退
き
口
の

話
も
出
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

美
浜
町
周
辺
を
ロ
ケ
地
と
し
て
誘

致
し
て
は
ど
う
か
。
26
年
放
映
な

の
で
撮
影
は
25
年
か
ら
で
今
は
脚

本
製
作
の
段
階
。
今
の
時
期
に

勧
誘
し
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
大
河
ド
ラ
マ
で

紹
介
し
て
も
ら
え
ば
観
光
入
り
込

み
客
数
も
増
え
る
し
、
ロ
ケ
自
体

も
大
人
数
で
の
宿
泊
と
な
る
の
で

経
済
的
に
も
潤
う
。
た
と
え
大
河

の
誘
致
が
出
来
な
く
て
も
他
の
映

画
、
ド
ラ
マ
等
の
ロ
ケ
勧
誘
が
出

来
れ
ば
美
浜
町
の
知
名
度
が
上
が

る
。町
長
が
指
揮
を
執
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
動
く
べ
き
だ

と
思
う
が
如
何
か
。

戦
略
的
に
ロ
ケ
地
誘
致
活

動
を
、
と
の
提
案
で
あ
る

が
何
処
に
繋
げ
て
い
く
か

情
報
共
有
し
、
効
果
的
な
誘
致
活

動
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る

な
ら
と
考
え
て
い
る
。

ロ
ケ
地
誘
致
は
地
域
の
活

性
化
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
誘
致
の
可
能
性
に

つい
て
関
係
機
関
等
へ
情
報
提
供
に

努
め
て
い
く
。

兼
かね

田
だ

 和
かず

雄
お

  議員

❶❶ � �

美
浜
町
の
小
中
学
校
の

美
浜
町
の
小
中
学
校
の  

教
育
状
況
を
問
う

教
育
状
況
を
問
う

❷❷ � �

学
校
給
食
の
無
償
化
に

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
問
う

つ
い
て
問
う

❸❸ � �

国
吉
城
周
辺
の
観
光
地

国
吉
城
周
辺
の
観
光
地

開
発
に
つ
い
て
問
う

開
発
に
つ
い
て
問
う

問問

問

問

問

問

問

問 教育総務
課長

教育総務
課長

教育総務
課長

生涯学習
推進課長

生涯学習
推進課長

町長

町長

教育総務
課長

教育総務
課長

意見
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問

美
浜
町
総
合
体
育
館
は
、

地
震
、
津
波
、
洪
水
、
高

潮
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
指
定

さ
れ
て
い
る
し
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
内
外
の
多

く
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
も
あ

る
。
今
後
、
美
浜
町
公
衆
無
線

L
A
N
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

予
定
が
あ
る
の
か
。

令
和
7
年
度
か
ら
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
。

10
月
20
日
に
実
施
予
定
で

あ
っ
た
第
37
回
美
浜
町
民

レ
ガ
ッ
タ
大
会
は
、
強
風
に
よ
る

悪
天
候
に
よ
り
、
中
止
と
な
っ
た

為
、
豊
岡
大
会
に
出
場
す
る
ク

ル
ー
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
予
選
会
を
行
う
予
定
が
あ
る

の
か
。

令
和
7
年
の
6
月
以
降
に

出
場
ク
ル
ー
の
決
定
レ
ー

ス
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
て
現
在
5
種
目
中
3
種
目
で
決

定
レ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
為
、
日

程
調
整
を
し
て
い
る
。

ク
ル
ー
編
成
に
お
い
て
の

経
験
者
に
つ
い
て
、
美
浜

町
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会
の
基
準
を
全

国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会
と

合
わ
せ
る
考
え
は
な
い
の
か
。

経
験
者
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
町
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会

参
加
者
か
ら
も
多
数
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
全

国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
の
大
会

基
準
を
参
考
に
来
年
度
以
降
、
実

行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会

で
は
、
前
年
度
の
全
国
市

町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
参
加

し
た
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
交
流

レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
登
録
さ
れ
た
漕

手
2
名
以
内
で
な
け
れ
ば
、
今
大

会
で
優
勝
し
て
も
参
加
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
大
会
は
前
年
度
優
勝
し
て

い
な
け
れ
ば
漕
手
を
変
更
す
る
必

要
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

今
年
度
、
全
国
大
会
に
出

場
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
か
ら

も
こ
の
規
定
が
負
担
と
な

り
、
選
手
の
確
保
が
困
難
で
あ
る

と
の
声
も
あ
る
他
、
ロ
ー
イ
ン
グ

美
浜
の
知
名
度
を
上
げ
る
為
に
強

力
な
チ
ー
ム
を
編
成
育
成
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
聞
い

て
い
る
。
規
定
の
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

1
回
で
も
多
く
練
習
を
し

た
チ
ー
ム
が
強
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
人
員
の
確

保
や
人
件
費
等
の
課
題
が
あ
る

が
、
練
習
期
間
を
延
ば
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

大
会
開
催
日
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
可
能
な
限
り
練

習
回
数
を
確
保
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
大
会
の
開
催
地
は
毎
年

違
う
が
開
催
地
に
よ
っ
て
出
場
ク

ル
ー
は
、
大
会
当
日
の
早
朝
か
ら

移
動
し
て
大
会
に
出
場
し
て
い

る
。
選
手
の
安
全
ま
た
は
好
成
績

を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
選
手
に
は

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
大
会

に
臨
ん
で
欲
し
い
。
参
加
す
る
選

手
に
は
、
仕
事
1
日
多
く
休
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
等
の
デ
メ
リ
ッ

ト
も
考
え
ら
れ
る
が
、
開
催
地
に

関
係
な
く
、
大
会
前
日
の
移
動
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

大
会
当
日
の
午
前
中
が
公

式
練
習
と
な
っ
て
い
る

為
、
そ
の
時
間
に
間
に
合

う
よ
う
に
当
日
の
早
朝
ま
た
は
大

会
前
日
に
美
浜
町
を
出
発
し
て
い

る
。
選
手
の
身
体
的
な
負
担
を
考

慮
す
る
と
大
会
前
日
か
ら
の
移
動

が
望
ま
し
い
が
、
大
会
は
土
日
に

開
催
さ
れ
る
為
、
大
会
前
日
か
ら

の
移
動
が
必
要
か
ど
う
か
開
催
地

ご
と
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

選
手
の
安
全
面
を
考
え

て
、
大
会
前
日
の
移
動
を

基
本
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

個
人
の
大
会
参
加
費
に
つ

い
て
、
昨
年
か
ら
ホ
テ
ル

の
宿
泊
費
が
上
昇
し
て
い
る
為
、

今
後
参
加
費
が
増
え
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

宿
泊
費
が
本
町
の
旅
費
規

定
の
範
囲
内
で
収
ま
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
が
、
近

年
は
物
価
高
騰
や
外
国
人
の
観
光

客
の
増
加
に
よ
り
、
宿
泊
費
が
上

昇
し
、
宿
泊
先
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
の
借
り
上

げ
料
等
に
、
大
会
運
営
費
用
を
加

え
た
総
費
用
の
約
4
分
の
1
の
費

用
を
参
加
者
か
ら
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
約
4
分
の

1
の
負
担
を
考
え
て
い
る
が
、
町

で
も
旅
費
規
定
の
見
直
し
も
検
討

し
て
い
る
。

ロ
ー
イ
ン
グ
の
町
美
浜
の

代
表
と
し
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
参
加
者
の
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

12月定例会では６人の議員が一般
質問に立ち、町行政のあり方につい
て、問いただしました。

一般質問はMMネットの行政チャ
ンネルで翌日の午後8時、翌々日は
午後1時から放送されています。

幸
こうじょう

𠀋  佑
ゆう　ま

馬  議員

問

問問

問問

問

問 ❶❶ � �

美
浜
町
公
衆
無
線

美
浜
町
公
衆
無
線  

Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
に

Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
に  

つ
い
て
つ
い
て

❷❷ � �

美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ

美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ  

大
会
に
つ
い
て

大
会
に
つ
い
て

❸❸ � �

全
国
市
町
村
交
流

全
国
市
町
村
交
流  

レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
つ
い
て

レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
つ
い
て

まちづくり
推進課長

教育総務
課長

教育総務
課長

教育総務
課長

教育総務
課長

教育総務
課長

教育総務
課長

意見

意見
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町 政 を 問 う！ 一 般 質 問質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

12
億
４
千
万
円
を
投
入
し

た
大
事
業
で
あ
る
が
、
僅

か
１
年
で
行
き
詰
ま
り
運
営
事
業

者
の
交
代
に
追
い
込
ま
れ
た
。
理

事
者
の
執
行
責
任
は
重
大
で
あ
り

住
民
へ
の
説
明
責
任
が
あ
る
。

平
成
28
年
廃
業
後
の
３
年

間
、
検
討
を
重
ね
て
再
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
短
期
間

で
直
営
で
の
対
応
と
い
う
事
態
に

な
り
遺
憾
で
あ
る
。
原
因
は
認
知

度
や
乗
船
の
魅
力
を
伝
え
き
れ

ず
、
ま
た
湖
上
等
で
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
が
不
足
し

て
い
た
。
専
門
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に

委
託
し
て
戦
略
を
構
築
し
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
く
。

町
は
、
指
定
管
理
者
選
定

審
議
会
の
審
議
を
経
て
、

令
和
４
年
８
月
に
三
方
五

湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
運
営
を
委
託
し
、
そ

の
後
頻
繁
に
打
合
せ
を
行
い
、
人

的
支
援
・
各
種
補
助
・
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
支
援
等
を
行
っ
た
が
、
こ

う
い
う
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は
遺

憾
で
あ
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
地
域
の
観

光
事
業
を
リ
ー
ド
す
る
役

割
と
資
格
を
持
つ
機
関
で
、
そ
の

活
躍
が
地
域
の
観
光
振
興
を
左
右

す
る
と
言
わ
れ
町
も
出
資
し
て
い

る
。
もっ
と
本
音
で
の
対
処
が
で
き

た
の
で
は
と
い
う
怒
り
を
覚
え
る
。

町
は
、
そ
う
し
た
反
省
に
も
立
ち
、

関
係
す
る
機
関
や
関
係
す
る
人
々

に
如
何
に
活
躍
し
て
も
ら
う
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

開
業
に
至
る
間
、
理
事
者

は
三
方
湖
や
水
月
湖
な
ど

の
広
域
運
航
や
多
彩
な
船
上
イ
ベ

ン
ト
を
喧
伝
し
た
が
全
く
実
現
し

な
か
っ
た
。
今
後
広
域
運
航
は
で

き
る
の
か
。

若
狭
町
関
係
地
域
と
の
協

議
を
進
め
、
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
も
懸
命
の
努
力

が
な
さ
れ
た
と
思
う
。
つ

ま
り
現
場
の
努
力
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
町
と
関
係
者
が
連
携
し

た
強
い
戦
略
が
不
可
欠
で
あ
る
。

新
体
制
で
の
目
玉
と
な
る
戦
略
は

あ
る
の
か
。

観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
の
助
言
と

共
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
経
営

戦
略
策
定
を
委
託
す
る
。

す
ぐ
に
専
門
家
に
委
託
と

な
る
の
が
お
か
し
い
。
地

元
の
組
織
や
人
々
を
主
役
に
し
な

け
れ
ば
、
当
事
者
意
識
も
希
薄
で

後
が
続
か
な
い
。留
意
願
い
た
い
。

ま
ず
は
海
山
に
も
船
の
発

着
場
を
設
け
、
レ
イ
ク
セ

ン
タ
と
海
山
の
航
路
を
開
設
す
る

と
共
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
を

経
由
し
て
海
山
と
レ
イ
ク
セ
ン
タ

を
結
ぶ
バ
ス
又
は
タ
ク
シ
ー
路
線

を
開
設
す
る
。
そ
し
て
、
レ
イ
ク

セ
ン
タ
又
は
海
山
を
起
点
と
し
た

湖
と
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
を
ガ
イ

ド
付
き
で
楽
し
む
名
物
ル
ー
プ
観

光
路
線
を
設
定
す
る
。
サ
イ
ク
リ

ス
ト
な
ど
船
だ
け
又
は
バ
ス
だ
け

の
客
も
歓
迎
で
、
宿
泊
・
飲
食
・

物
販
等
と
絡
ま
せ
地
域
全
体
に
恩

恵
を
生
み
出
す
。
そ
の
後
の
展
開

は
略
す
る
が
、
町
の
垣
根
を
越
え

て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

今
後
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
建

設
的
な
提
案
だ
と
思
う
。

意見

６
月
の
総
会
で
、
同
盟
会

の
目
的
が
観
光
振
興
に

偏
っ
て
、
住
民
の
悲
願
で
あ
り
現

下
の
論
点
で
あ
る
原
子
力
防
災
を

含
む
防
災
の
視
点
が
弱
い
旨
の
発

言
を
し
た
。

そ
れ
に
対
し
町
長
は
、
会
の
名
称

変
更
を
含
め
て
善
処
す
る
と
約
束

し
た
が
い
つ
で
き
る
の
か
。

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

の
変
化
や
災
害
の
頻
発
で

避
難
の
機
運
が
高
ま
り
、

好
機
と
捉
え
12
月
14
日
の
総
会
で

対
処
し
た
い
。

２
０
５
０
年
に
は
27
都
道

府
県
で
単
身
世
帯
が
40
％

を
超
え
る
と
い
う
報
道
が
あ
っ

た
。
美
浜
町
の
現
状
と
今
後
の
推

計
は
ど
う
か
。

11
月
１
日
現
在
、
全
３
６

２
１
世
帯
中
単
身
世
帯
は

１
１
７
１
世
帯
（
32
％
）

で
、
内
61
％
は
高
齢
単
身
世
帯
が

７
１
９
世
帯
、
全
世
帯
の
20
％
に

な
る
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
等
に
、
２

０
４
５
年
の
全
世
帯
数
は
２
８
５

４
世
帯
で
内
高
齢
単
身
世
帯
は
５

０
２
世
帯
（
18
％
）
に
な
る
推
計

が
あ
る
。高

齢
者
、
特
に
高
齢
者
の

単
身
世
帯
は
見
守
り
体
制

が
重
要
と
言
わ
れ
る
が
、
美
浜
町

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

集
落
福
祉
委
員
と
老
人
ク

ラ
ブ
の
家
庭
相
談
員
に
よ

る
訪
問
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

と
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
安

否
確
認
等
を
行
っ
て
い
る
。
本
年

度
よ
り
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
に
取
り
組
み
地
域
で
の
互
助
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

約
10
年
後
の
２
０
３
５

年
の
町
の
人
口
は
７
５
０

０
人
、
65
歳
以
上
は
２
９
８
５
人

（
40
％
）、
75
歳
以
上
は
１
９
７
９

人
（
26
％
）
と
い
う
推
計
が
あ
る
。

超
高
齢
社
会
の
到
来
が
確
実
で
あ

り
、
世
代
間
交
流
と
、
そ
れ
を
通

じ
た
高
齢
者
の
活
躍
推
進
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
推
進
等
、
高
齢

社
会
へ
の
対
応
を
政
策
の
も
っ
と

太
い
柱
に
据
え
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

問

問問

問問

問

髙
たか

橋
はし

 修
おさむ

  議員

❶❶ � �

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
運
営

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
運
営  

変
更
の
原
因
と
反
省
は
？

変
更
の
原
因
と
反
省
は
？

❷❷ � �
船
の
広
域
運
行
や
各
種

船
の
広
域
運
行
や
各
種

船
上
イ
ベ
ン
ト
は
実
現

船
上
イ
ベ
ン
ト
は
実
現

で
き
る
か
？

で
き
る
か
？

❹❹ � �

美
浜
町
・
琵
琶
湖
北
西

美
浜
町
・
琵
琶
湖
北
西

地
域
道
路
整
備
促
進
期

地
域
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
に
つ
い
て

成
同
盟
会
に
つ
い
て

❻❻ � �

高
齢
者
の

高
齢
者
の  

見
守
り
体
制
は
？

見
守
り
体
制
は
？

❺❺ �� ��

美
浜
町
の

美
浜
町
の  

単
身
世
帯
数
は
？

単
身
世
帯
数
は
？

❸❸ � �

新
体
制
で
の
主
た
る
運

新
体
制
で
の
主
た
る
運

営
戦
略
（
具
体
施
策
）

営
戦
略
（
具
体
施
策
）

は
何
か
？

は
何
か
？

健康福祉
課長

健康福祉
課長

意見

提案

意見

町長

町長

町長

副町長

観光誘客
課長

観光誘客
課長
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井
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三
方
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美
浜
町
郷
市
25-25  TEL（

0770）32-6711
美
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
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w
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a.fukui.jp/
Eメ
ー
ル
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１
月
12
日
13
時
30
分
よ
り
美
浜

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

で
『
令
和
７
年
美
浜
町
20
歳
の
つ

ど
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
75
人
が
出
席
し
、
色
鮮
や

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者

が
、
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

び
合
い
、
大
人
に
な
っ
た
自
覚
と

決
意
を
胸
に
新
時
代
に
向
け
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

おめでとうございます！
１１１

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

で
『
令
和
７
年
美
浜

で
『
令
和
７
年
美
浜

で
『
令
和
７
年
美
浜

ど
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

ど
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

ど
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
場
に
場
に
場
に

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者

が
、
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

が
、
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

が
、
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

が
、
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

が
、
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

び
合
い
、
大
人
に
な
っ
た
自
覚
と

び
合
い
、
大
人
に
な
っ
た
自
覚
と

び
合
い
、
大
人
に
な
っ
た
自
覚
と

び
合
い
、
大
人
に
な
っ
た
自
覚
と

び
合
い
、
大
人
に
な
っ
た
自
覚
と

決
意
を
胸
に
新
時
代
に
向
け
て
新

決
意
を
胸
に
新
時
代
に
向
け
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

おめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございまおめでとうございますすすすすすすすすすすすすす！！！！！

編
集
後
記

昨
年
は
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に

よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
早
期
の
大
阪
ま
で
の
開
通
が

望
ま
れ
ま
す
。
一
方
一
月
に
は
能
登

半
島
地
震
、
九
月
に
は
豪
雨
災
害
等

全
国
で
災
害
が
多
発
し
た
一
年
で
し

た
。
今
年
は
自
然
災
害
が
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
美

浜
・
高
島
広
域
避
難
・
連
携
道
路
早

期
実
現
の
た
め
活
動
の
強
化
充
実
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
は
、
議
会
と
語
ろ
う

会
等
で
、
町
民
の
皆
様
の
御
意
見
を

伺
い
な
が
ら
議
会
活
動
に
活
か
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
藤
本
記
）

美
浜
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

︻
委
員
長
︼
辻
井
雅
之

︻
副
委
員
長
︼
幸
𠀋
佑
馬

︻
委　
　
員
︼
藤
本　
悟
・
松
下
照
幸

髙
橋　
修
・
上
道
正
二

兼
田
和
雄
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